
産婦健診実施状況一覧 

（２０１８年愛知自治体キャラバンまとめ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市町村 助成 回数 助成対象期間 事業開始日 

１ 名古屋市 ○ ２ 産後８週以内 ２０１７年４月 

２ 豊橋市 ○ １ 産後３週以内 ２０１８年６月 

３ 岡崎市 × ― ― ― 

４ 一宮市 ○ １ 

産後１カ月以内 

（但し非課税または 

生活保護世帯のみ対象） 

２００９年３月 

５ 瀬戸市 ○ １ 産後８週以内 ２０１７年４月 

６ 半田市 ○ １ 産後８週以内 ２００８年４月 

７ 春日井市 ○ １ 産後８週以内 ２０１７年４月 

８ 豊川市 ○ １ 産後８週以内 ２０１５年４月 

９ 津島市 ○ １ 産後８週以内 ２０１９年７月 

１０ 碧南市 ○ １ 産後２カ月以内 ２０１３年４月 

１１ 刈谷市 ○ １ 産後８週以内 ２００９年４月 

１２ 豊田市 ○ １ 産後８週以内 ２００９年４月 

１３ 安城市 ○ １ 産後２カ月以内 ２００８年４月 

１４ 西尾市 ○ １ 産後８週以内 ２００９年４月 

１５ 蒲郡市 ○ １ 産後８週以内 ２０１８年４月 

１６ 犬山市 ○ １ 産後２カ月以内 ２０１７年４月 

１７ 常滑市 ○ １ 産後８週以内 ２０１７年４月 

１８ 江南市 ○ １ 産後２カ月以内 ２００７年４月 

１９ 小牧市 ○ ２ 産後８週以内 ２０１８年４月 

２０ 稲沢市 ○ １ 産後８週以内 ２０１８年４月 

２１ 新城市 ○ １ 産後８週以内 ２０１５年４月 

２２ 東海市 ○ ２ 産後８週以内 
２０１７年４月 

（拡充２０１７年８月） 

実施市町村：５２市町村（９６．３％）。昨年調査時から６市が新たに実施。 

昨年調査時から新たに実施：豊橋市・津島市・蒲郡市・小牧市・稲沢市・弥富市 

実施していない市町：岡崎市・幸田町 

※一宮市は、対象を非課税または生活保護世帯のみに限定。 

助成回数が２回：８市村（１４．８％）。昨年調査時から６市村が拡大（新設含む）。 

昨年調査時から回数拡大：小牧市・東海市・知多市・高浜市・豊明市・豊根村 

助成対象期間は多くが産後８週または産後２カ月以内。それ以外は、豊橋市（産後３

週以内）、一宮市（産後１カ月以内）、知立市（産後１カ月頃） 



市町村 助成 回数 助成対象期間 事業開始日 

２３ 大府市 ○ ２ 産後２カ月以内 ２０１７年４月 

２４ 知多市 ○ ２ 産後８週以内 
２００７年４月 

（拡充２０１８年４月） 

２５ 知立市 ○ １ 産後１カ月頃 ２００８年４月 

２６ 尾張旭市 ○ １ 産後８週以内 ２０１７年４月 

２７ 高浜市 ○ ２ 産後８週以内 
２０１５年４月 

（拡充２０１８年４月） 

２８ 岩倉市 ○ １ 産後８週以内 ２０１７年４月 

２９ 豊明市 ○ ２ 産後８週以内 
２０１６年４月 

（拡充２０１８年４月） 

３０ 日進市 ○ １ 産後８週以内 ２０１７年４月 

３１ 田原市 ○ １ 産後８週以内 ２０１７年４月 

３２ 愛西市 ○ １ 産後８週以内 ２０１７年４月 

３３ 清須市 ○ １ 産後８週以内 ２０１７年４月 

３４ 北名古屋市 ○ １ 産後８週以内 ２０１７年４月 

３５ 弥富市 ○ １ 産後８週以内 ２０１８年４月 

３６ みよし市 ○ １ 産後８週以内 ２０１０年４月 

３７ あま市 ○ １ 産後８週以内 ２０１６年４月 

３８ 長久手市 ○ １ 産後８週以内 ２０１６年４月 

３９ 東郷町 ○ １ 産後８週以内 ２０１７年４月 

４０ 豊山町 ○ １ 産後８週以内 ２０１７年４月 

４１ 大口町 ○ １ 産後２カ月以内 ２０１４年４月 

４２ 扶桑町 ○ １ 産後８週以内 ２０１７年４月 

４３ 大治町 ○ １ 産後８週以内 ２０１７年４月 

４４ 蟹江町 ○ １ 産後８週以内 ２０１６年４月 

４５ 飛島村 ○ １ 産後８週以内 ２００９年４月 

４６ 阿久比町 ○ １ 産後２カ月以内 ２００８年４月 

４７ 東浦町 ○ １ 産後８週以内 ２００７年４月 

４８ 南知多町 ○ １ 産後８週以内 ２００９年４月 

４９ 美浜町 ○ １ 産後８週以内 ２００８年４月 

５０ 武豊町 ○ １ 産後２カ月以内 ２００８年４月 

５１ 幸田町 × ― ― ― 

５２ 設楽町 ○ １ 産後８週以内 ２０１３年４月 

５３ 東栄町 ○ １ 産後８週以内 ２０１３年４月 

５４ 豊根村 ○ ２ 産後８週以内 
２０１１年４月 

（拡充２０１８年４月） 

 


